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１．はじめに

　ここ10年余りで、「世界経済・市場のリスクと

しての欧州」のイメージが定着してしまった。

2008年９月の世界金融危機に続いてユーロ圏内

で債務危機の拡大を許し、ユーロの構造的・制度

的な問題や、多国間で政策の調整を要するが故の

政策対応の遅さ、抜本的な問題解決の困難さが露

呈したからだ。

　欧州の政治は、債務危機が沈静化した頃から、

混迷の様相を深め始めたが、欧州の政治リスクが、

この先、世界的な危機の原因となることを想定す

べきなのだろうか。

　以下、本稿では、市場への潜在的な影響が大き

いユーロ圏主要国の政治イベントと英国のEU離

脱をめぐる動きへのマーケットの反応を概観し、

その示唆を考察する。

２．�ユーロ圏主要国の政治イベントへの
市場の反応と示唆

⑴　主要国の動きと欧州議会選挙
　近年、EU加盟国で行われる選挙では、EUの統

合の担い手となってきた中道右派、中道左派の政
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　欧州の政治は、債務危機が沈静化した頃から混迷の様相を深め始めた。市場は、イタリアのポピュリスト政権
の動きを警戒しているが、市場環境や政策・制度など様々な違いから債務危機時のような他国への伝播は限定的
だ。ポンド相場も、EU離脱をめぐる材料に国民投票後のように激しく反応しなくなった。欧州が世界的な危機
の震源地となる可能性は低いが、分断化した政治が必要な改革を阻み、英国のEU離脱をめぐる不透明感も続く
ため、外的ショックには脆弱なままだろう。
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欧州の政治的混迷とマーケットへの影響

伊　藤　さゆり

政治的不確実性がマーケットに及ぼす影響


